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 文化財は、我が国の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝えられてきた貴重な国民の財産です。社

寺や民家など建造物、仏像、絵画、書画のほか、芸能や工芸技術のような“技”、伝統的行事や祭り、あるいは長

い歴史を経て今に残る自然の景観、歴史的な集落や町並みなども文化財に含まれます。 

 文化財保護法では、これらの文化財を次のように分類しています。 
 

【有形文化財】（建造物・絵画・彫刻・工芸品・書跡･典籍・古文書・考古資料・歴史資料） 

   歴史上又は芸術上価値の高いものや、考古資料及びその他の学術上堅いの高い歴史資料をいいます。 

【無形文化財】（演劇・音楽・工芸技術） 

   無形の文化的所産で歴史上又は芸術上価値の高いもので、「わざ」を体得した個人又は団体によって体現

されるものをいいます。 

【民俗文化財】有形（無形の民俗文化財に用いられる衣服・器具・家屋等） 

      無形（衣食住･生業･信仰･年中行事等に関する風俗習慣・民俗芸能・民俗技術） 

   生活の推移の理解のため欠くことのできないものをいいます。 

【記 念 物】遺跡（貝塚・古墳・都城後・城跡・旧宅等）名勝地（庭園・橋梁・峡谷・海浜・山岳等）動物・植物・地質鉱物 

   遺跡は歴史上又は学術上価値の高いもの、名勝地は芸術上又は観賞上価値 

が高いもの、動植物等では学術価値が高いものをいいます。 

【文化的景観】（棚田・里山・用水路等） 

   地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景 

観地で、生活の推移の理解のため欠くことのできないものをいいます。 

【伝統的建造物群】（宿場町・城下町・農漁村等） 

   周囲の環境と一体となった伝統的な建造物群で価値の高いものをいいます。 

 

 

 

 

 

 
 

域内各町村のそれぞれの文化財はどれに分類されるでしょう？ 

 

 

 
 文化財愛護シンボルマークは，文化財愛護運動を全国に推し進めるための旗じるし

として，昭和４１年５月に定められたものです。 

 このシンボルマークは，ひろげた両手の手のひらの

パターンによって，日本建築の重要な要素である斗栱

（ときょう＝組みもの）のイメージを表し，これを三つ重

ねることにより，文化財という民族の遺産を過去，現

在，未来にわたり永遠に伝承してゆくという愛護精神

を象徴しているそうです。 

【斗栱とは？】木造の寺院建築などで、主に柱上にあ

って、深い軒を支えるしくみのこと。斗(ます)と肘木(ひ

じき)とを組み合わせたもので、様式・年代によって特

徴があります。升組(ますぐ)み、斗組(とぐ)み、組み物、とも言われます。 

 
 

【 斗 栱 】 

 
   

この他に「埋蔵文化財」 

「文化財の保存技術」 

も保護の対象となって

います。 



 
 

南会津の文化財件数（令和３年４月１日現在） 

 町 村 天然記念物 重要文化財 
重要無形 

民俗文化財 

重要有形 

民俗文化財 

重要伝統的 

建造物群保存地区 
史 跡 

国
指
定 

南会津町 １  １ ２ １  

下郷町 ２ １   １ １ 

檜枝岐村 １特   １   

只見町  ２  １   

県
指
定 

南会津町 １ １４ ２ ８  ２ 

下郷町 １ ２     

檜枝岐村   １    

只見町 １ ５ １   １ 
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